「環境 制御 型 ハウスな ど 新しい 技術が 開発され、 農業 も 変わりつつ ある。 若い 人 も 農業に 携わって ほ 
しい」 と 部会 長の 伊藤 清 実さん （前列 右から 3 番目)。 5 年 前から 栽培に 携わる 伊藤 達郎 さん （前歹 IJ 
左から 2 番目） は、 「1 ヘクタール 規模の ハウスを 建て、 雇用を 増やす ことが 目標」 と 先を 見据える 


とま リッチ 

細やかな 給水 管理に よっ 
て 育まれた、 濃厚な 甘 さ 
と 肉 厚な 歯 ごた えが 魅力 
の 「とま リ ッチ」。 つや 
やかな 赤色と、 放射線 状 
の 筋 「スター マー ク」 が 
甘 さの 目印 だ。 商品名の 
名 づけ 親は、 鈴 木 英敬三 


の 指定 産地に 選定 全国的に もま だ 
珍しかった 選果 場が 導入され たの も、 
この頃の こと だとい う。 「仕分け. 
発送な どを 行う 選果 場が ある ことに 
より、 流通が 効率化。 生産者は さら 
に 増えて いきました」。 


サラダ や パスタな どに 用いられ、 食卓を 鮮やかに 彩る。 
木曽岬 町は、 県内 有数の ト マ ト 生産地。 

県 4 割に 相当す る 

年間 約—  200 万 玉を 出荷して いる。 

5、 6 月は 出荷の 最盛期。 

木 曽岬町 小 林に ある ト マ ト 選果 場では、 

真っ赤に 熟れた トマ トが 出荷の 時を 待つ ていた。 


豊富な 地下水を 用いた 
ハウス 栽培を 開始 

県 生産 量の 約 4 割を 占める 木曽岬 
町 産の トマト。 安定した 供給を 支え 
る 「木 曽畔町 トマト 部会」 の メンバ 
1 33 人は、 収量 や 品質の 向上を 目指 
して、 互いに 切磋琢磨 する。 高齢 化 
などに ともない、 国内の 農業 従事 者 
は 減少の 一途を たどる が、 部会には 
20 〜 30 代の 若手 も 所属して いる。 

昭和 30 年代、 木曽岬 町で ビ ニー ル 


ハウスでの トマト 栽培が 始ま 
った。 「冬で も 食べても らい 
たいと、 先人たち により ハウ 
ス 栽培が 導入され ました。 ビ 
ニ ー ルで 土壌を ただ 覆ぅ だけ 
では、 冬場に 作物が 凍って し 
まぅ。 ハウス 内の 温度を 一定に 保つ 
ための 熱 設備に 用いられ たのが、 豊 
富な 地下水でした」 と、 木曽岬 トマ 
卜 部会 部会 長を 務める 伊藤 清 実さん 
が 教えて くれた。 

昭和 41 年には 「北 勢 冬 春 トマト」 


真っ赤な 色が 食欲を そそる ト マ ト。 


つややかに 輝く 木 由 日畔ト マ ト 


上） 町内で 生産され た ト マ トは、 選果 場に 集まる。 カメラ 付きの 
選別 機で サイズを 選別。 目視 検査を 経て、 箱詰めされ、 各地の 小 
売店な どへ 出荷され る。 ベル ト コン ベアで 次々 と ト マ トが 運ばれ 
る さまは 圧巻 下） 達郎 さんの ハウスでは、 ロッ クウール 培地を 
採用。 病気の 伝染が 少ない のが メリット 


右） 青み がま だ 残る 状態で 収穫し、 選果 場で 追 熟を する。 収穫から 約 3 日 後、 熟れた 状態で 消費者の もとへ 届く 
左） 達^さん の ハウスには、 背丈を 優に 超える トマ トの 株が 見渡す 限りに 並ぶ。 養 液 栽培に おける メリ ッ トは、 安 
定 した 供給と 作業 負担が 少ない こと。 土壌の ぬかるみ や 凹凸がない ため、 収穫 用 台車を 操作し やすぐ 作業 効率 も 
上がる 


ト マ トと わかめの あえもの （4 人 分) 
(レ シピ 提供: JA みえき た 木 曽岬ト マ ト 部会 女性 班） 


材料 - 

ト マト 1 個 塩蔵 わかめ 30g たこ （足） 1 〜 2 本 
きゅうり 1 本 ☆酒 大さじ 1  ☆しょうゆ 大さじ 1 
☆みりん 大さじ 1 ごま 油 大さじ 1 白 ごま 適量 

作り方 - 

❶ 鍋に ☆の 調味料を 入れて 火に かける。 

沸騰したら 火を 止め、 粗 熱が とれる まで 冷ます 
❷ ト マ トと タコ をー ロ大の 乱切りに し、 わかめは 水け を 
きって 絞り ざく 切りに、 きゅうりは 塩 もみに する 
❸ ❷を ボウルに 入れて ❶と ごま 油を 加えて 混ぜる 
❹ 器に 盛りつ け、 ごまを かける 

ポイント - 

甘酢 （例 ^!?糖: 酢を 1 :1) を あえてみ るの も おすすめ 


みが 増 すんで す」。 給水 量の 細やか 
な 匙加減が、 出来を 大きく 左右。 独 
持な 味わいは、 生産者の 創意 工夫な 
くして 生まれない。 尻 腐れな どの 障 
害 も 多く、 「とま リツ チ」 は 他の 品 
種と 比べて 収量が 低い。 

「糖度 8 度 以上の 甘味の 強い トマ 
卜 。フル^  — ツ のように そのまま 味わ 
つて ほしい」 と達郎 さん。 普段 使い 
だけでなく 贈答品と しても 人気が 高 


く、 達郎 さんの もとを 訪れて 直接 購 
入す る 人 も 多い といぅ。 

木 曽岬町 産の トマトは、 J A みえ 
きた 農産物 直売 所 木 曽岬店 ほかで 購 
入 可能。 「健康に いいし、 私 もよ く 
食べます！」 と 伊藤さん は、 地元 産 
の トマトに 太鼓判を 押す。 「その ま 
まで 食べる のは もちろん、 生の トマ 
卜 からつ くる ソ^ — スは 格別です よ」 
と 微笑む。 


平成 8 年には、 カメラ センサ ー 付 
きの トマト 選別 機を 導入。 検査員に 
よる ばらつきを 防ぐ だけでなく、 高 

精度な サィズ 選別を 可能と し 処理 能 

力 も 格段に 向上した。 

平成 29 年度は、 約 1200 万 玉を 
選果し 約 59 万 箱を 出荷。 秀品 率が 高 

い 「桃 太郎 系」 をは じめ、 大 玉の 「み 
そら」 「りんか」 など 数 種類を、 8 
〜 9 月を のぞいて ほぼ 年間に 渡って 

消費者へ 届けて いる。 

コン ピユー タ— による 管理で 
安定 供給を 実現 

選果 場から 車で 数 分。 木曽岬 トマ 
卜 部会に 所属す る 若き 生産者 •伊藤 
達郎 さんを 訪ねた。 到着した 先に 待 
ち 受けて いたのは、 一般的な かま ぼ 

こ 型の ビニ ー ル ハウスで はなく、 エ 

場の ような 大きな 建物。 真っ白な 外 
観で、 周囲の ビニー ル ハウスより 倍 
以上 も 背が高い。 

スリッパに 履き替え るよう 促され、 
ハウスの 中へ。 汗ばむ ような 熱気の 
中に 待ち受けて いたのは、 見渡す 限 
りに 並ぶ トマトの 株だった。 足元 
には 真っ白な ビニ ー ルシ ー ト 
が 広がり、 土は 見当たらな 
い。 その代わりに 、ロック 
ウ ー ルと いわれる 繊維 培 
地が 数十 センチ 間隔で 置 
かれて いた。 

達郎 さんの 農場では、 
ロック ウー ルを 培地と 
した 養 液 栽培を 採用。 培 
地に 管を 通して 液肥を 与 
え、 トマトを 育てて いる。 
「ロック ウ^  — ルは 保 水 tt が 高 


く、 水分 量を 管理し やすい。 培地が 
独立して いるた め 病気に なっても 他 
の トマトへの 伝染を 防げます し、 供 

給 も 安定して います」。 

達郎 さんが、 家業の トマト 栽培に 

携わり 始めた のは 5 年 前。 昨年 6 月、 
ハウス 内の 温度 や 照度、 二酸化炭素 

濃度を コン ピユ . ~ 夕^ ~ で管涅 する 環 
境 制御 型 ハウスを 建てた。 「働いて 
もらい やすい 環境を 第一に 考え まし 

た。 養 液 栽培は 土な どに よる 汚れが 

少なく、 ぬかるみ もない ため、 体へ 
の 負担を 軽減で きます」。 水 やりの 
頻度は 照度 によって異な るが、 天気 
が 良い 日は 1 日に 20 回 ほど。 すべて 
自動で 行われて いる。 

電力に 頼る が ゆえの デメリット も 
ある。 「停電を してし まぅ と、 すべ 
てが ストップして しまぅ。 昨年の 台 
風のと きは、 発電機を つなげて なん 
とか 乗り切りました」。 

濃厚な 甘 さに フアン 続出 
フル— ツトマ ト 「とま リツ チ」 

主要 品種で ある 「桃 太郎 系」 の ほ 
か、 木曽岬 町では 近年 さまざまな 品 
種を 育てる。 達郎 さんの 環境 制御 型 
ハウスから 徒歩 1 分。 小さな ビニ^ — 
ル ハウスでは、 小ぶ りな トマト 「とま 
リッチ」 が 実を つけて いた。 トマト 
の 下部には、 放射線 状の 筋が 入って 
いる。 「お尻の 星が、 甘 さの しるしで 
す」 と、 達郎 さんが 実を もぎっ て^ 
れた 。一口食べ ると、 肉 厚な 食感に 
驚く。 歯 ごた えが あり、 甘味 も 強い。 

おいし さの 秘密は、 給水 量に ある。 
「 ^ え る 水を 制限す ると 実が 小さく 
なる 分、 トマトの 糖分が 凝縮され 甘 
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